
          

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
後
わ
ず
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
政
治
・
経
済
と

も
大
変
に
不
安
定
な
世
の
中
に
な
っ

て
き
た
よ
う
で
す
が
、
後
援
会
員
の

皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
！ 

 

◆
株
価
急
落
◆ 

 

今
、
世
の
中
は
、
欧
米
で
火
勢
を

強
め
て
い
る
金
融
危
機
が
日
本
に
も

押
し
寄
せ
、
連
日
の
株
価
大
暴
落
、

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
最
安
値
を
大

幅
に
更
新
す
る
な
ど
消
費
者
心
理
に

大
き
な
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
株
安
は
金
融
機
関

の
財
務
悪
化
に
つ
な
が
り
、「
貸
し
渋

り
」
や
「
貸
し
は
が
し
」
の
横
行
や

円
高
に
よ
り
輸
出
産
業
を
中
心
に
大

き
な
打
撃
を
与
え
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
資
産
残
高
は
大
き
く
目

減
り
を
し
て
い
く
中
、
世
界
経
済
を

恐
慌
へ
と
導
き
か
ね
な
い
大
き
な
波

乱
要
因
に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
、
海
の
向
こ
う
の
ア
メ
リ

カ
で
は
大
統
領
選
挙
も
終
わ
り
、
日

本
で
は
次
期
総
選
挙
を
意
識
し
た
落

ち
着
か
な
い
政
治
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
今
後
、
い
っ
た
い
何
が
起
こ

り
、
ど
ん
な
社
会
に
な
っ
て
い
く
の

か
、
予
想
す
ら
で
き
な
い
激
変
の
時 

          を
迎
え
て
い
ま
す
。 

 

◆
大
雨
対
策
急
務
！
◆ 

 

八
月
三
十
日
（
土
）
に
我
孫
子
市

を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
は
時
間
雨
量
、

百
四
．
五
ミ
リ
、
降
り
始
め
か
ら
の

総
雨
量
は
二
百
四
十
八
．
五
ミ
リ
と

我
孫
子
市
観
測
史
上
最
大
の
大
雨
と

な
り
ま
し
た
。
被
害
と
し
て
住
宅
の

床
上
浸
水
二
十
八
件
、
床
下
浸
水
百

二
十
九
件 
、
併
用
住
宅
床
下
浸
水
十

六
件
、
店
舗
浸
水
二
十
四
件
、
そ
の

他
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
道
路
冠
水

な
ど
甚
大
な
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
心
よ

り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
五
年
間
の
我
孫
子
市
の
降
雨

を
み
る
と
、
平
成
十
五
年
八
月
七
十

三
ミ
リ
に
始
ま
り
、
同
じ
く
十
月
に

六
十
一
ミ
リ
、
平
成
十
八
年
九
月
に

六
十
一
ミ
リ
、
平
成
十
九
年
六
月
に

八
十
三
．
五
ミ
リ
と
毎
年
大
雨
に
見

舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
特
別

だ
っ
た
、
こ
の
よ
う
な
大
雨
が
、
毎

年
降
る
よ
う
な
気
象
状
況
・
環
境
変

化
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
我
孫
子
市

の
治
水
計
画
は
五
十
ミ
リ
対
応
を
基

本
と
し
て
今
日
ま
で
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
ゲ
リ
ラ
的
豪
雨
に
対

す
る
緊
急
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

治
水
対
策
の
基
本
を
今
す
ぐ
に
根

本
か
ら
変
え
る
こ
と
は
大
変
難
し
い

こ
と
で
す
が
、
毎
年
発
生
す
る
大
雨

に
対
し
て
、
少
な
く
て
も
床
上
浸
水

を
避
け
る
施
策
を
早
急
に
地
域
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
確
立
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 
 

◆
財
政
の
状
況
◆ 

 

超
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、

我
孫
子
市
は
団
塊
の
世
代
が
一
斉
退

職
の
時
期
を
迎
え
、
市
の
歳
入
の
柱

と
な
っ
て
い
る
市
税
収
入
は
平
成
二

十
年
度
を
ピ
ー
ク
に
来
年
度
以
降
順

次
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。 

先
月
、
認
定
さ
れ
た
、
我
孫
子
市

平
成
十
九
年
度
決
算
は
歳
入
・
歳
出

と
も
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
決
算
額
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
経
常
経
費

全
般
に
お
い
て
人
件
費
、
扶
助
費
（
生

活
保
護
費
等
）
、
公
債
費
の
義
務
的
な

経
費
が
対
前
年
度
比
、
四
．
三
パ
ー

セ
ン
ト
増
加
す
る
な
ど
財
政
の
硬
直

化
が
一
段
と
進
み
、
経
常
収
支
比
率

が
前
年
度
に
比
べ
て
〇
．
七
パ
ー
セ

ン
ト
悪
化
し
九
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
新
た
な
政
策
事
業
に
充
て
る
財
源

が
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
市
の
い
ざ
と
い
う

と
き
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
は

平
成
十
九
年
度
末
、
五
億
一
千
五
百

万
円
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
我

孫
子
市
の
財
政
規
模
を
考
え
れ
ば
、

少
な
く
と
も
十
億
円
以
上
は
必
要
と

さ
れ
て
お
り
、
危
機
的
な
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
来
年
度
（
平
成
二
十
一
年
）

の
予
算
を
編
成
中
で
す
が
、
削
減
目

標
額
は
経
常
的
経
費
か
ら
人
件
費
・

特
別
会
計
繰
出
金
を
差
し
引
い
た
額

か
ら
、
事
業
毎
に
固
定
的
経
費
を
除

き
、
各
部
単
位
で
削
減
目
標
額
を
設

定
す
る
方
式
で
総
額
五
億
円
の
削
減

目
標
額
で
策
定
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

福
祉
部
門
を
受
け
持
つ
、
健
康
福
祉

部
は
三
億
円
の
目
標
額
と
な
っ
て
お

り
、
非
常
に
厳
し
い
予
算
編
成
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標

額
を
達
成
す
る
為
に
は
市
議
会
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
危
機
意
識
を
共
有
し
、
事
業
の
優

先
順
位
を
再
精
査
・
大
胆
に
削
減
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

 
 
 

◆
平
成
二
十
一
年
九
月 

定
例
市
議
会
◆ 

 <

会 

期>
 

 

九
月
一
日(

月)

～
九
月
十
九
日

(

金)
 

十
九
日
間 

一
般
質
問
に
は
九
月
八
日
・
九
日
・

十
日
の
三
日
間
、
十
三
名
の
議
員
が

登
壇
、
質
問
し
ま
し
た
。 
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<

議 

案>
 

 

・
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
年
金
か
ら

個
人
住
民
税
等
の
天
引
き
を
可
能
と

す
る
た
め
の
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例 

・
一
人
親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助
成

(

入
院
一
日
自
己
負
担
三
百
円
を
廃

止)

に
関
す
る
条
例 

・
市
民
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例(

※
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入)

 

・
財
産
の
取
得(

つ
く
し
野
分
署
に
高

規
格
救
急
車
を
配
置
、
四
台
目)

 

・
市
道
路
線
の
認
定(

開
発
等
に
よ
り

新
設
さ
れ
た
民
間
道
路
を
市
有
道
路

へ)
 

・
柏
市
・
我
孫
子
市
消
防
通
信
指
令

事
務
協
議
会
規
約
の
制
定(

一
一
九

番
通
信
指
令
を
柏
市
と
我
孫
子
市
、

二
市
消
防
で
共
同
し
て
行
う
た
め
の

協
議
会
規
約)

 

・
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算(

八
千
万
円
を
追
加
し
総
額
三
百

十
三
億
九
千
万
円
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
へ
五
千
万
円
を
繰
り
出

し)
 

な
ど
十
九
議
案
を
審
査
し
全
議
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

(

※
指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
そ
れ
ま
で
地
方
公
共
団
体

や
外
郭
団
体
に
限
定
し
て
い
た
公
の
施
設
の
管
理
・
運
営

を
、
株
式
会
社
を
は
じ
め
と
し
た
営
利
企
業
・
財
団
法

人
・
NPO
法
人
・
市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
法
人
そ
の
他
の
団

体
に
包
括
的
に
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ

る
。)

 

       

<

請
願
・
陳
情>

 
 

教
育
関
係
で
は
、「
地
域
手
当
の
県

内
格
差
支
給
の
是
正
を
求
め
る
意
見

書
」
、
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書
」
、
「
国
に

お
け
る
平
成
二
十
一
年
度
教
育
予
算

拡
充
に
関
す
る
意
見
書
」
三
件
の
請

願
が
可
決
さ
れ
、
意
見
書
を
国
の
関

係
諸
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。
そ
の

他
、
請
願
八
号
、「
日
秀
新
田
地
先
の

養
豚
場
建
設
を
抜
本
的
に
見
直
す
請

願
」
は
全
員
異
議
な
く
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
議
会
運
営
関
係
の
「
議
会
改

革
―
議
会
運
営
委
員
会
会
議
録
の
公

開
等
に
関
す
る
陳
情
」
は
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。 

 <
主
な
争
点>

 
 

議
案
で
は
、
「
市
税
条
例
の
改
正

案
」
、
年
金
か
ら
個
人
住
民
税
等
の
天

引
き
を
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
行
う

こ
と
の
是
非
、
本
人
の
意
志
で
選
択

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
の
意
見
が

で
ま
し
た
。「
柏
市
・
我
孫
子
市
消
防

通
信
指
令
事
務
協
議
会
規
約
の
制

定
」
で
は
、
反
対
意
見
と
し
て
市
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
一
一
九
番
通

報
の
変
更
な
ど
、
大
き
な
シ
ス
テ
ム

の
変
更
に
は
市
民
の
意
見(

パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト)

を
聞
く
べ
き
で
あ

る
が
、
実
施
し
て
い
な
い
こ
と
や
柏

消
防
指
令
台
更
新
時
期
に
我
孫
子
市

が
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る

我
孫
子
市
側
の
リ
ー
ス
ペ
ナ
ル
テ
ィ

負
担
に
つ
い
て
、
柏
に
負
担
し
て
も

ら
う
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
。
ま
た
、

賛
成
意
見
と
し
て
柏
市
と
の
指
令
シ

ス
テ
ム
の
連
携
強
化
は
確
実
に
消
防

力
向
上
に
つ
な
が
り
、
指
令
台
の
共

通
運
用
は
操
作
要
員
の
減
、
財
政
面

で
の
軽
減(

補
助
金
の
活
用)

に
つ
な

が
る
な
ど
、
将
来
の
デ
ジ
タ
ル
通
信

化
に
向
け
て
必
要
な
こ
と
だ
と
い
う

意
見
な
ど
消
防
通
信
指
令
の
在
り
方

に
つ
い
て
意
見
が
集
中
し
ま
し
た
。 

(

九
月
定
例
市
議
会
、
印
南 

宏
は

予
算
審
査
特
別
委
員
会
、
教
育
福
祉

常
任
委
員
会
に
て
質
問
と
提
言
を
行

い
ま
し
た
。) 
 

◆
宏
は
こ
う
考
え
る
!!
◆ 

 

第
四
次
定
員
管
理
適
正
化
計
画 

(

平
成
二
十
一
年
度
～
二
十
三
年
度
、

職
員
数
の
推
移)

 

我
孫
子
市
の
経
常
収
支
比
率
は
、
平

成
十
九
年
度
決
算
で
九
十
七
パ
ー
セ

ン
ト
と
長
期
的
な
重
点
指
標
で
あ
る

八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
大
き
く
上
回

っ
て
お
り
、
人
件
費
も
四
十
．
一
パ

ー
セ
ン
ト
と
財
政
の
著
し
い
硬
直
化

を
示
す
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
、
十
年
間
は
毎
年
三
十
人
を

超
え
る
職
員
が
退
職
し
て
い
く
大
量

退
職
時
代
を
迎
え
、
更
な
る
少
数
精

鋭
に
よ
る
組
織
作
り
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。 

◆
消
防
の
広
域
化
ス
タ
ー
ト
!!
◆ 

～
消
防
通
信
指
令
の 

共
同
運
用
に
向
け
て
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<

我
孫
子
・
柏
市>

  
 

我
孫
子
市
は
現
在
、
個
別
に
実
施

し
て
い
る
火
事
・
救
急
通
報
（
一
一

九
番
通
報
）
に
対
応
す
る
消
防
通
信

指
令
事
務
を
お
隣
の
柏
市
と
共
同
で

運
用
す
る
為
の
「
柏
市
・
我
孫
子
市

消
防
通
信
事
務
協
議
会
」
を
設
置
す

る
議
案
を
今
九
月
議
会
で
可
決
し
ま

し
た
。 

こ
の
協
議
会
の
目
的
は
一
一
九
番

業
務
の
一
元
化
に
よ
っ
て
市
境
で
の

消
防
車
両
の
効
率
的
な
運
用
や
経
費

削
減
な
ど
が
狙
い
で
、
複
数
の
消
防

組
織
が
指
令
業
務
を
共
同
運
用
す
る

の
は
千
葉
県
で
は
初
め
て
と
な
り
、

平
成
二
十
二
年
四
月
に
は
我
孫
子
市

と
柏
市
の
共
同
運
用
が
ス
タ
ー
ト
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

共
同
運
用
は
柏
市
消
防
局
の
通
信

シ
ス
テ
ム
の
更
新
時
期
に
合
わ
せ
た

も
の
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全
地
球
測
位
シ
ス

テ
ム
）
に
よ
っ
て
消
防
車
両
の
位
置

を
確
認
し
、
災
害
現
場
に
一
番
近
い

車
を
派
遣
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
通
報
者
の
位
置
を
特
定
し

に
く
か
っ
た
携
帯
電
話
や
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
利
用
し
た
Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い

て
も
、
発
信
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
、
通
報
場
所
を
特
定

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

一
一
九
番
通
報
の
受
付
か
ら
災
害
出

動
指
令
ま
で
の
時
間
が
短
縮
で
き
、

確
実
な
指
令
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

私
は
今
日
ま
で
機
能
別
の
広
域
行

政
の
推
進
は
必
要
だ
と
訴
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。
消
防
行
政
に
限
ら
ず
、

年度 目標 職員数 

20 年度 ＝＝ 925 

21 年度 ▲15 910 

22 年度 ▲20 890 

23 年度 ▲30 860 

合計 ▲65 ＝＝ 

平成２０年１１月発行      印南 宏後援会ニュース（後援会討議資料）         第６０号 (2) 



清
掃
行
政
や
文
化
施
設
建
設
等
に
つ

い
て
も
広
域
的
に
整
備
す
す
め
、
さ

ら
な
る
行
政
効
率
化
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 <

共
同
運
用
の
効
果>

 
 

○
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上 

・
Ｉ
Ｐ
電
話
等
に
よ
る
緊
急
通
報 

体
系
の
多
様
化
に
対
応 

・
相
互
応
援
体
制
の
強
化 

・
一
一
九
番
受
信
・
処
理
能
力
の 

向
上 

○ 

行
財
政
上
の
効
果 

・
補
助
金
制
度
の
活
用
（
補
助
金

二
．
四
億
円
の
適
用
） 

・
施
設
整
備
費
、
維
持
管
理
費
の

経
費
節
減
（
約
三.

七
億
円
の
削

減
） 

・
通
信
員
の
効
率
的
配
置
に
よ
る

通
信
体
制
の
強
化
（
二
市
で
計

二
十
八
人
→
二
十
五
人
へ
） 

 

◆
農
薬
の
空
中
散
布
◆ 

 

九
月
議
会
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質

問
や
農
業
行
政
を
所
管
す
る
環
境
生

活
常
任
委
員
会
の
複
数
の
議
員
か
ら

我
孫
子
市
に
お
い
て
平
成
十
七
年
度

限
り
で
廃
止
さ
れ
た
「
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
よ
る
農
薬
空
中
散
布
」
の
再
開

に
つ
い
て
、
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ

た
。
事
の
発
端
は
、
東
葛
ふ
た
ば
農

協
が
我
孫
子
市
植
物
防
疫
協
会
に
出

し
た
、「
平
成
十
九
年
度
産
米
穀
検
査

結
果
報
告
に
つ
い
て
」
、
に
あ
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
米
の
等
級
比
較
に
お

い
て
、
我
孫
子
産
米
と
柏
産
米
の
カ

メ
ム
シ
等
の
被
害
状
況
を
比
較
。
十

八
年
度
産
米
に
お
い
て
、「
我
孫
子
市

は
百
三
十
八
袋
・
柏
市
は
二
十
袋
」

で
あ
り
、
十
九
年
産
米
は
「
我
孫
子

市
三
百
十
袋
・
柏
市
〇
袋
」
の
実
績

と
な
り
、
こ
の
差
の
原
因
と
し
て
柏

市
は
空
中
散
布
を
実
施
、
我
孫
子
市

は
十
八
年
度
よ
り
中
止
を
し
て
い
る

影
響
が
多
分
に
あ
る
と
報
告
し
て
い

る
。 我

孫
子
市
は
過
去
、
農
薬
の
空
中

散
布
を
休
止
す
る
為
に
、
五
年
間
に

わ
た
り
空
中
散
布
に
代
わ
る
防
除
方

法
を
検
討
・
研
究
し
た
経
緯
が
あ
る
。

そ
し
て
、
①
我
孫
子
市
は
減
農
薬
、

減
化
学
肥
料
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
こ
と
。
②
農
薬
取
締
法
遵
守

の
観
点
か
ら
、
周
辺
の
野
菜
な
ど
へ

飛
散
防
止
。
③
省
力
的
な
手
法
で
病

害
虫
を
抑
制
す
る
育
苗
箱
施
用
剤
の

普
及
。
④
都
市
化
が
進
む
当
市
に
お

い
て
住
宅
地
へ
の
飛
散
、
事
故
防
止
。

⑤
無
農
薬
、
減
農
薬
を
求
め
る
消
費

者
志
向
。
な
ど
の
理
由
で
、
や
っ
と

の
こ
と
で
空
中
散
布
を
止
め
る
こ
と

が
で
き
た
。 

私
は
今
回
の
検
査
結
果
は
し
っ
か

り
と
原
因
の
究
明
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
空
中
散
布
を
し

て
い
な
い
他
地
区
に
お
い
て
、
カ
メ

ム
シ
等
被
害
が
少
な
い
地
域
も
あ
る

こ
と
や
、
市
内
の
防
除
薬
剤
の
使
用

で
、
特
に
カ
メ
ム
シ
対
策
に
効
く
ス

タ
ー
タ
ル
粒
剤
の
利
用
実
績
が
面
積

換
算
で
約
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
極
端
に

低
い
と
い
う
報
告
も
あ
る
か
ら
だ
。

せ
っ
か
く
の
環
境
保
全
型
農
業
を
営

ん
で
い
る
我
孫
子
市
に
と
っ
て
農
薬

の
空
中
散
布
再
開
は
絶
対
に
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
だ
と
肝
に
銘
じ
て
い

る
。 

   

 
  

◆
子
ど
も
の
居
場
所
◆ 

(

あ
び
っ
子
ク
ラ
ブ)

に
つ
い
て 

 
<

現
状>

 
 

市
内
小
学
生
の
全
児
童
を
対
象
に
、

安
全
且
つ
健
全
に
放
課
後
や
土
曜
日

等
を
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
「
子
ど

も
の
居
場
所
」
を
全
小
学
校
区
で
実

現
す
る
た
め
、
平
成
十
九
年
六
月
か

ら
市
内
一
ヵ
所
、
第
一
小
を
モ
デ
ル

校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
当
初
は
十
九

年
～
二
十
三
年
度
ま
で
に
全
校(

十

三
校)

実
施
す
る
予
定
で
計
画
。
そ
の

後
、
学
童
保
育
と
の
運
営
の
一
体
化

を
含
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
、

四
月
に
新
た
に
設
置
し
た
「
放
課
後

対
策
事
業
検
討
委
員
会
」
で
今
年
度

中
に
方
針
を
出
す
予
定
で
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。 

 <

宏>
 

 

子
ど
も
の
居
場
所
は
、
本
来
は
家

庭
や
地
域
社
会
の
な
か
で
育
ま
れ
る

も
の
で
あ
り
、
学
校
が
ど
こ
ま
で
行

う
の
か
疑
問
も
あ
る
。
し
か
し
、
現

代
社
会
に
お
け
る
家
庭
の
教
育
力
低

下
、
地
域
環
境
の
変
化
等
を
考
え
る

と
必
要
性
も
理
解
は
で
き
る
。
設
置

に
あ
た
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

実
現
し
て
い
く
方
法
と
し
て
、
当
市

で
既
に
行
わ
れ
て
い
る
学
童
保
育

(

本
来
は
就
労
支
援
の
た
め
の
低
学

年
対
象)

と
の
一
体
化
を
含
め
て
検

討
し
、
教
育
の
機
会
均
等
・
公
平
性

か
ら
も
短
期
間
で
全
校
実
施
を
実
現

す
る
必
要
が
あ
る
。 

                    

◆
た
ま
に
は
夫
婦
で
映
画
を
！
◆  

 

最
近
、
時
々
だ
が
夫
婦
で
映
画
を

観
る
こ
と
が
あ
る
。
近
く
に(

印
西
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
・
シ
ネ
リ
ー
ブ
ル)

映
画

館
が
で
き
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
。

ま
た
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、
何
時
行

っ
て
も
、
ど
ち
ら
か
が
五
十
歳
以
上

の
夫
婦
な
ら
、
二
人
で
二
千
円
、
つ

ま
り
一
人
千
円
で
話
題
の
映
画
が
観

ら
れ
る
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
あ
る
。 

先
日
、「
お
く
り
び
と
」
と
い
う
映

画
を
観
た
。
滝
田
洋
二
郎
監
督
が
永

遠
の
旅
立
ち
を
描
い
た
モ
ン
ト
リ
オ

ー
ル
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し

た
作
品
で
あ
る
。 

楽
団
解
散
で
失
業
し
た
チ
ェ
ロ
奏

者
の
主
人
公
、
大
吾(

本
木
雅
弘)

は

夫
婦
で
故
郷
の
山
形
に
戻
る
。
そ
こ

で
見
つ
け
た
仕
事
は
遺
体
を
ひ
つ
ぎ

に
収
め
る
納
棺
師
、
佐
々
木(

山
崎
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我孫子市サッカー協会 顧問 
我孫子市ソフトボール連盟 顧問 
新聞奨学生ＯＢ会相談役（前会長） 他 
 



努)

の
助
手
で
あ
っ
た
。
な
ん
と
か
慣

れ
た
頃
、
妻
、
美
香(

広
末
涼
子)

に

仕
事
を
知
ら
れ
、
家
出
さ
れ
る
。 

「
納
棺
師
」
と
い
う
意
表
を
つ
く
仕

事
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
作
品
で
あ
る
。

私
た
ち
の
廻
り
に
は
、
毎
日
多
く
の

方
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
普
段
我
々

の
生
活
で
は
知
ら
な
い
世
界
、
ひ
っ

そ
り
と
、
こ
の
よ
う
な
仕
事
に
従
事

し
て
い
る
方
が
い
る
。
お
葬
式
な
ど

人
の
死
に
か
か
わ
る
仕
事
は
収
入
が

良
い
か
ら
と
い
っ
て
誰
も
が
や
り
た

が
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
遺

体
に
直
に
触
っ
て
、
丁
寧
に
、
送
っ

て
く
れ
る
そ
の
仕
事
は
、
覚
悟
が
必

要
で
あ
り
、
死
者
に
対
し
て
敬
意
が

な
け
れ
ば
、
け
し
て
勤
め
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
。 

映
画
で
は
死
者
を
美
し
く
仕
立
て

て
送
り
出
す
作
法
が
、
鮮
や
か
で
厳

粛
に
執
り
行
わ
れ
る
。
ま
る
で
生
き

て
い
る
よ
う
な
化
粧
を
施
さ
れ
た
遺

体
を
目
に
す
る
と
や
が
て
感
謝
の
気

持
ち
さ
え
湧
い
て
く
る
。
死
者
の
生

命
が
輝
い
て
い
た
頃
を
彷
彿
さ
せ
、

あ
た
た
か
い
気
持
ち
、
人
を
大
切
に

し
て
い
く
思
い
が
あ
ふ
れ
出
て
く
る
。 

納
棺
師
の
こ
と
を
軽
蔑
す
る
よ
う

な
表
現
が
映
画
で
は
多
く
出
て
く
る
。

し
か
し
、
そ
の
仕
事
ぶ
り
を
見
守
る

に
つ
け
、
印
象
が
大
き
く
変
わ
っ
て

い
く
。
山
形
の
冬
か
ら
春
に
か
け
て

の
自
然
も
美
し
く
、
故
郷
に
響
き
わ

た
る
よ
う
な
大
吾
の
チ
ェ
ロ
も
素
晴

ら
し
い
。
久
石
譲
の
音
楽
も
映
画
を

俄
然
、
盛
り
立
て
る
。 

 

山
崎
努
演
ず
る
佐
々
木
社
長
の
人

間
性
、
大
吾
と
美
香
と
の
夫
婦
愛
、

死
者
を
め
ぐ
る
人
々
の
ド
ラ
マ
が
人

生
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

最
後
に
明
か
さ
れ
る
風
呂
屋
の
常
連

で
あ
る
笹
野
高
史
の
職
業
と
は
、

久
々
に
夫
婦
二
人
し
て
泣
か
さ
れ
た
。

素
晴
ら
し
い
日
本
映
画
で
あ
る
。
こ

の
感
動
に
拍
手
。 

 

◆
日
の
出
雑
感
◆ 

 

◆
今
年
五
月
中
国
四
川
省
で
発
生

し
た
四
川
大
地
震
か
ら
、
ま
だ
五
ヶ

月
あ
ま
り
し
か
時
が
経
て
い
な
い
。

遠
い
過
去
の
よ
う
に
感
じ
る
の
は
私

だ
け
で
あ
ろ
う
か
、
聞
く
と
こ
ろ
に

よ
る
と
被
災
者
の
厳
し
い
避
難
生
活

は
今
も
続
い
て
い
る
と
い
う
。
政
府

か
ら
支
給
さ
れ
て
い
た
一
日
十
元
の

生
活
費
や
米
の
支
給
は
地
震
発
生
後

の
三
ヶ
月
で
打
ち
切
ら
れ
、
学
校
の

倒
壊
で
子
供
を
失
っ
た
遺
族
へ
の
対

応
も
改
善
し
な
い
。
喉
元
過
ぎ
れ
ば

熱
さ
を
忘
れ
る
。
災
害
は
忘
れ
た
頃

に
や
っ
て
く
る
。
教
訓
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
。 

◆
農
相
の
辞
任
に
発
展
し
た
汚
染

米
・
事
故
米
問
題
や
中
国
製
粉
ミ
ル

ク
入
り
菓
子
の
国
内
流
通
で
食
の
安

全
が
再
び
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
我
孫

子
市
内
十
三
の
小
学
校
の
内
、
事
故

米
が
原
料
の
で
ん
粉
が
微
量
入
っ
た

厚
焼
き
玉
子
が
、
我
孫
子
第
一
小
、

我
孫
子
第
四
小
お
よ
び
高
野
山
小
の

給
食
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
現
在
ま

で
分
か
っ
て
い
る
。
他
に
事
故
米
を

使
用
し
た
例
は
な
い
よ
う
だ
が
、
あ

ら
た
め
て
食
の
安
全
に
つ
い
て
国
を

あ
げ
て
徹
底
・
改
善
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
「
風
評

被
害
は
検
査
体
制
の
不
備
が
原
因
」

と
私
は
思
う
の
だ
が
官
に
対
し
て
国

の
処
分
が
甘
い
。
大
阪
農
政
事
務
所

の
元
課
長
の
ほ
か
、
多
く
の
職
員
が

三
笠
フ
ー
ズ
な
ど
か
ら
手
土
産
を
も

ら
う
な
ど
、
飲
食
を
共
に
し
て
い
る

が
、「
職
員
の
身
分
保
障
」
を
理
由
に

所
属
の
農
政
事
務
所
名
す
ら
公
表
さ

れ
て
い
な
い
。
全
く
理
解
で
き
な
い
。 

◆
ま
た
、
社
会
保
険
庁
に
よ
る
厚

生
年
金
記
録
の
組
織
的
改
ざ
ん
が
発

覚
。
厚
生
年
金
の
収
納
率
を
上
げ
る

た
め
に
、
事
業
所
に
改
ざ
ん
を
持
ち

か
け
、
本
来
支
払
う
べ
き
保
険
料
を

引
き
下
げ
て
い
た
と
は
呆
れ
て
何
も

言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
結
果
、

従
業
員
の
年
金
が
減
額
さ
れ
て
し
ま

う
。
改
ざ
ん
は
組
織
ぐ
る
み
で
行
わ

れ
て
い
た
と
い
う
評
言
も
出
て
い
る
。

事
実
を
明
ら
か
に
し
て
関
係
者
の
処

分
を
厳
正
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
組
織
の

体
質
を
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。
歴
代

の
厚
労
省
と
社
保
庁
の
歴
代
幹
部
の

責
任
も
大
き
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も

事
実
の
解
明
と
責
任
問
題
を
う
や
む

や
に
し
て
事
な
き
を
は
か
る
と
し
た

ら
大
き
な
天
罰
が
下
る
も
の
と
私
は

思
っ
て
い
る
。 

◆
私
の
好
き
な
言
葉
の
一
つ
に

「
努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る
」
が
あ
る
。

「
努
力
な
ん
て
報
わ
れ
な
い
」
と
、

思
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
、
間
違
っ
た
努
力
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
？
誰
に
何
の
努
力
を

私
は
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
？
こ
の

機
会
に
、
自
分
は
何
を
成
し
遂
げ
た

く
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
何
の
努
力

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
じ
っ

く
り
と
考
え
て
み
る
の
も
大
切
だ
と

思
う
。「
自
分
は
、
本
当
は
、
何
の
努

力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」

考
え
て
み
る
と
、
意
外
と
気
づ
く
こ

と
が
あ
る
。
何
も
か
も
「
努
力
」
す

る
こ
と
な
ん
て
私
は
で
き
な
い
。
努

力
の
優
先
順
位
が
、
と
っ
て
も
大
切

だ
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ

る
。 ◆

今
、
川
柳
が
ブ
ー
ム
だ
そ
う
だ
。

私
も
先
日
、
好
き
な
日
本
酒
を
飲
み

な
が
ら
「
秋
の
夜
に
思
い
出
深
く
一

人
酒
」
な
ど
詠
ん
で
み
た
。
平
和
台

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
が
代
表

を
務
め
て
い
る
「
東
葛
川
柳
会
」
が

新
聞
で
大
き
く
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

県
内
一
の
会
員
数
を
誇
る
川
柳
会
、

今
、
川
柳
が
中
高
年
に
愛
さ
れ
る
理

由
は
何
な
の
か
？
そ
の
答
え
は
「
中

高
年
を
中
心
に
生
き
が
い
を
求
め
て

い
る
。
日
本
語
の
ブ
ー
ム
も
川
柳
を

後
押
し
し
て
い
る
。
長
い
人
生
経
験

を
経
て
、
も
の
の
見
方
、
考
え
方
が

短
い
表
現
に
凝
縮
さ
れ
て
出
て
く
る

と
こ
ろ
に
魅
力
が
あ
る
。
や
さ
し
く

て
難
し
い
し
、
難
し
く
て
や
さ
し
い
。

わ
ず
か
十
七
文
字
の
世
界
。
人
の
心

の
あ
り
よ
う
も
人
さ
ま
ざ
ま
、
川
柳

に
勝
る
文
芸
は
な
い
。
中
高
年
は
も

と
よ
り
若
い
人
た
ち
に
も
、
川
柳
と

日
本
語
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
。
」
と
代
表
の
弁
。
秋
の
夜

長
、
難
し
い
経
済
の
話
や
仕
事
を
一

時
忘
れ
て
、
今
宵
、
自
分
な
り
の
一

首
、
川
柳
づ
く
り
に
精
を
出
し
て
み

ま
せ
ん
か
？ 
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